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究
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号
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目
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将
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証
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の
解
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承
接
関
係
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解
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内
容
が
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か
ら
順
に
各
活
用
形
を
取
り
上
げ
て
い
く
�V
第
三
ì
で
は
助
動
詞
V
き
ì
cV
第
四
ì
は
助
動
詞
V
ず
ìV
じ
ì

と
い
�
た
よ
う
に
c
各
章
で
動
詞
や
形
容
詞
c
助
動
詞
を
取
り
上
げ
c
活
用
形
を
一
つ
ず
つ
解
説
す
る
と
い

う
体
裁
を
取
る
�
記
述
の
多
寡
は
項
目
に
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が
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だ
け
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ず
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れ
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ヽ
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ヽ
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ハ
あ
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ざ
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ノ
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抄
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ザ
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ケ
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オ
ボ
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ク
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c
カ
ノ
古
今
遠
鏡
ニ
雅
言
ド
モ
ヲ
俗
言
モ
テ
諺
訳
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ル
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俲
テ
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ス
c
然
ラ
デ
ハ
ワ
ラ
ハ
ベ
ノ
為
メ

ニ
ハ
タ
ド
〳
〵
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キ
ノ
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ナ
ラ
ン
ト
テ
ゾ
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俗
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七
年
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鏡
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指
南
O
の
俗
語
訳
と
本
居
宣
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古
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鏡
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ら
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す
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と
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的
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す
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古
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遠
鏡
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義
門
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い
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c
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あ
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つ
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c
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語
訳
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書
式
に
は
細
か
な
取
り
決
め
が
あ
る
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・
訳
に
対
応
す
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古
語
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平
仮
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記
す
る
こ
と
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あ
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・
ど
の
句
の
訳
出
か
わ
か
る
よ
う
数
字
を
小
書
き
し
て
示
す
こ
と
が
あ
る 

 
 

・
元
の
歌
に
無
か
�
た
表
現
を
補
�
た
部
分
に
は
傍
線
を
引
く 

 
 

・
枕
詞
や
序
詞
な
ど
c
訳
を
省
い
た
部
分
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一 

 

 

二 
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な
ど
と
記
す 

 

三
c
調
査
結
果
の
概
要 

 

 

K
活
語
指
南
O
上
下
巻
を
通
し
て
c
証
歌
?
ま
れ
に
物
語
の
一
節
A
は
延
べ
四
四
五
例
あ
る
�
そ
の
う

ち
俗
語
訳
の
あ
る
証
歌
は
四
十
一
例
c
さ
ら
に
そ
の
中
で
K
古
今
和
歌
集
O
か
ら
の
用
例
は
三
十
四
例
で

あ
る
�
そ
の
大
半
が
K
遠
鏡
O
の
訳
を
部
分
的
に
改
変
し
て
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
�
た
�K
活
語

表１、俗語訳の例（『古今集遠鏡』の「はしがき」より） 

古語 遠鏡 参考：あゆひ抄 

ぞ（係助詞） サ ガ…ヂヤゾ（他） 

こそ （こそ） （こそ）（他） 

も（終助詞） マア サテモ 

や（疑問） カ カ 

ん（む） ウ ウ 

らん（らむ） ヤラ、カシラヌ デアラウ 

らし サウナ サウナ 

かな カナ コトカナ 

つつ テ テソレナリニ、 

テコレナリニ 

けり ワイ 物ヂヤ、事ヂヤ 

なり ヂヤ ヂヤ、デアル 

ぬ、つ、たり、き タ テシマフ（他）、 

タゾ、 

テアル、テイル、 

タ事ゾ（他） 
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指
南
O
に
見
え
る
和
歌
の
俗
語
訳
を
本
居
宣
長
K
古
今
集
遠
鏡
O
と
比
較
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
c
次

の
と
お
り
で
あ
る
� 

 

・
基
本
的
に
K
古
今
集
遠
鏡
O
の
訳
語
を
踏
襲
す
る 

 

・
K
古
今
集
遠
鏡
O
の
記
号
類
は
反
映
さ
れ
な
い 

 

・
音
便
形
の
使
用
?
ま
た
は
表
記
A
が
抑
制
さ
れ
て
い
る 

 

・
俗
語
V
ワ
イ
ì
を
用
い
な
い
?
義
門
は
V
ワ
ヤ
ì
を
用
い
る
A 

 

・
係
助
詞
V
ぞ
ì
を
訳
出
し
な
い 

 

以
下
c
各
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
確
認
す
る
� 

 

・
遠
鏡
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
す
例 

…

三
例 

0
指
南
1
十
四
丁
表
?
第
三
V
け
ì
将
然
A 

 

○
し
り
に
け○

ん●

聞
て
も
い
と
へ
世
の
中
は
浪
の
さ
わ
き
に
風
ぞ
し
く
め
る
?
古
今9

4
6

A 

古
今
遠
鏡
ニ
云
c
コ
レ
世
間
ノ
衆
知
テ
居
ラ
ル
ヽ
デ
モ
ア
ラ
ウ
カ
c
モ
シ
知
ラ
Ý
シ
ヤ
ラ
ズ
バ
今
ワ

シ
カ
云
テ
キ
カ
ス
ヲ
聞
テ
ナ
リ
ト
モ
此
世
ヲ
バ
早
ウ
ス
テ
サ
Ý
シ
<

ヤ
レ
c
テ
ウ
ド
風
ガ
吹
テ
浪
ノ

サ
ワ
ガ
シ
ウ
シ
キ
リ
ニ
打
ヨ
セ
テ
ク
ル
荒
イ
海
ベ
ノ
ヤ
ウ
ナ
世
ノ
中
デ
c
ア
ヽ
ド
ウ
モ
落
ツ
カ
ヌ

ア
ン
ド
ノ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ

め

る

ス
ヂ
<

ヤ
ゾ
ヤ
c 

0
遠
鏡
1 

○
コ
レ
世
<

間
ノ
衆 

知一 

テ
居
ラ
ル
ヽ
デ
モ
ア
ラ
ウ
ガ 

モ
シ
知
ラ
シ
<

ヤ
ラ
ズ
バ 

今
ワ
シ
ガ
云
テ

キ
カ
ス
ヲ 

聞
テ
ナ
リ
ト
モ 

此
世
ヲ
バ
早
ウ
ス
テ
サ
<

Ý
シ
<

ヤ
レ 

テ
ウ
ド
風
ガ
吹
テ
浪
ノ
サ
ワ

ガ
シ
ウ
シ
キ
リ
ニ
ウ
チ
ヨ
セ
テ
ク
ル
荒
イ
海
ベ
ノ
ヤ
ウ
ナ
世
ノ

中
デ 

ア
ヽ
ヽ
ド
ウ
モ
落
付
カ

ヌ
ア
ン

ド
ノ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ

め

る

ス
ヂ
ヤ
ゾ
ヤ 

 

0
指
南
1
三
三
丁
表
?
第
六
V
た
る
ì
連
体
A 

○
女
郎
花
う
し
ろ
め
た
く
も
見
ゆ
る
哉
あ
れ
た●

る○

宿
に
ひ
と
り
た
て
れ
ば
?
古
今2

3
7

A 

ア
ノ
女
郎
花
ハ
c
此
ア
レ
タ
宿
ニ
見
レ
バ
人
モ
ツ
カ
ズ
ニ
タ
Ý
タ
一
人
居
レ
バ
c
サ
テ
モ
マ
ア
キ
ヅ
カ

イ
ナ
物
カ
ナ
c 

0
遠
鏡
1 

○
ア
ノ
女
郎
花
ハ 

此
ア
レ
タ
ヤ
ド
ニ 

見
レ
バ
人
モ
ツ
カ
ズ
ニ
タ
Ý
タ
一
人
居
レ
バ 

サ
テ
モ
マ

ア
キ
ヅ
カ
イ
ナ
物
カ
ナ 

 →

K
遠
鏡
O
と
一
言
一
句
変
わ
ら
な
い
が
cK
遠
鏡
O
に
あ
�
た
傍
線
や
句
番
号
な
ど
の
記
号
類
は
再
現
さ

れ
な
い
� 
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・
K
遠
鏡
O
の
傍
線
部
・
枕
詞
を
削
除
す
る 

0
指
南
1
三
五
丁
表
?
第
六
V
け
る
ì
連
体
A 

○
さ
ほ
山
の
は
ゝ
そ
の
色
は
う
す
け
れ
ど
秋
は
ふ
か
く
も
な
り
に
け●

る○

か●

な●

?
古
今2

6
7

A 

此
サ
ホ
山
ノ
柞
モ
c
色
ハ
薄
ウ

テ
深
ウ

ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
c
ア
ノ
気
色
ヲ
見
レ
バ
c
扠
〻
マ
ア
秋
ハ
イ
カ

ウ
深
ウ

成
ツ

タ
事
哉
c 

0
遠
鏡
1 

○
ソ
ウ
タ
イ
柞
ノ
木
ト
云
モ
ノ
ハ
ナ
ン
ボ
染
テ
モ
色
ノ
ア
マ
リ
濃コ

ウ
ハ
ナ
ラ
ヌ
物
ナ
レ
バ 

今
此
サ

ホ
山
ノ
柞
モ
色
ハ
ウ
ス
ウ
テ
深
ウ
ハ
ナ
イ
ケ
レ
ド
モ 

ア
ノ
ケ
シ
キ
ヲ
見
レ
バ 

サ
テ
〳
〵
マ
ア
秋

ハ
イ
カ
ウ
深
ウ
ナ
ツ
タ
コ
ト
カ
ナ 

 

0
指
南
1
二
七
丁
裏
?
第
六
V
せ
り
ì
截
断
A 

 

○
こ
の
殿
は
う
べ
も
と
み
け
り
さ
き
草
の
み
つ
ば
よ
つ
ば
に
殿
つ
く
り
せ●

り○

\
?
古
今
序
A 

歌
ノ
意
ハ
c
此
御
殿
ハ
ナ
ル
程ホ

ド

御
繁
昌
ナ
事
ヂ
ヤ
c
御
殿
々
々

ノ
ツ
マ
〴
〵
ガ
段
々
ト
三
ツ

モ
四
ツ

モ

ツ
ヾ
イ
テ
c
サ
テ
〳
〵
結
構
ナ
御
普
請
ヂ
ヤ
c
●
三
句
ハ
枕
詞 

0
遠
鏡
1 

○
此
御
屋
形
ハ
ゲ
ニ
モ
御
繁
昌
ナ
コ
ト
ヂ
ヤ
ワ
イ 

御
殿
〳
〵
ノ
ツ
マ
〴
〵
ガ
段
〻
ト 

 

三 

 

三

ツ

モ
四
ツ

モ
ツ
ヾ
イ
テ 

サ
テ
〳
〵
ケ
ツ
カ
ウ
ナ
御
普
請
ヂ
ヤ 

 →

K
遠
鏡
O
の
俗
語
訳
は
c
細
か
な
書
式
を
定
め
る
こ
と
で
訳
か
ら
本
文
が
あ
る
程
度
た
ど
れ
る
よ
う
に
な

�
て
い
る
�
し
か
し
義
門
の
訳
出
は
記
号
類
を
反
映
さ
せ
な
い
た
め
c
原
文
と
訳
の
対
応
関
係
が
見
え
に
く

く
な
�
た
と
言
え
よ
う
� 

 

・
音
便
形
を
避
け
る
?
ま
た
は
表
記
し
な
い
A 

0
指
南
1
八
丁
裏
?
第
一
V
け
れ
ì
已
然
A 

 

○
春
雨
の
ふ
る
は
な
み
だ
か
さ
く
ら
花
ち
る
を
惜
ま
ぬ
人
し
な●

け
れ

○

<

○

ば●

?
古
今8

8

A 

櫻
ノ
散
ル
ヲ
惜
マ
ヌ
人
ハ
な●

け○

れ○

バ
c
此
春
雨
の
ふ
る
ノ
ハ
c
世
間
ノ
人
ノ
花
ヲ
惜
ミ
テ
泣
涙
カ欤

知
ラ

ヌ
ト
也
c 

0
遠
鏡
1 

○
桜
ノ
チ
ル
ヲ
惜
マ
ヌ
人
ハ
ナ
ケ
レ
バ 

此
ヤ
ウ
ニ
此
節
春
雨
ノ
フ
ル
ノ
ハ 

世
間
ノ
人
ノ
桜
ヲ
ヲ

シ
ン
デ
泣
ク

ナ
ミ
ダ
カ
イ 
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0
指
南
1
十
六
丁
表
?
第
三
V
し
ì
連
体
A 

 

○
今
こ
ん
と
い
ひ
て
別
し○

あ
し
た
よ
り
思
ひ
く
ら
し
の
音
を
の
み
ぞ
な
く
?
古
今7

71

A 
近
イ
内
ニ
又
来コ

ウん

ト
云
テ
別
レ
シ
朝
カ
ラ
c
毎
日
其
人
ノ
コ
ト
バ
カ
リ
思
ヒ
ク
ラ
シ
ニ
暮
シ
テ
c
日
グ

ラ
シ
ノ
鳴
ヤ
ウ
ニ
泣
テ
バ
カ
リ
居
ル
c 

0
遠
鏡
1 

○
チ
カ
イ
ウ
チ
ニ
又
来コ

ウ
ト
云
テ
別
レ
テ
イ
ン
ダ
朝
カ
ラ
シ
テ 

毎
<

日
其
人
ノ
事
バ
Ý
カ
リ 

思

ヒ
グ
ラ
シ
ニ
ク
ラ
シ
テ 

ヒ
グ
ラ
シ
ノ
鳴
ク

ヤ
ウ
ニ 

オ
レ
<

ヤ
泣
テ
バ
Ý
カ
リ
サ

居
ル 

 →

他
に
も
cK
遠
鏡
O
で
は
俗
語
に
訳
し
て
い
る
箇
所
を
cK
活
語
指
南
O
で
は
訳
さ
ず
原
文
の
表
現
そ
の
ま

ま
に
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
� 

 

・
V
ワ
イ
ì
を
使
用
し
な
い 

K
遠
鏡
O
六
例→

K
活
語
指
南
O
ゼ
ロ 

0
指
南
1
十
七
丁
裏
?
第
四
V
ず
ì
截
断
A 

○
千
早
振
神
代
も
き
か
ず○

\
立
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゝ
る
と
は
?
古
今2

9
4

A 

立
田
川
ニ
紅
葉
ノ
流
レ
ル
ハ
ト
ン
ト
紅ベ

ニ

鹿
子

ガ

ノ

コ

紅ベ
ニ

シ
ボ
リ
ト
見
エ
ル
c
此
様
ニ
川
ノ
水
ヲ
紅ベ

ニ

シ
ボ
リ
ニ

シ
タ
ト
云
事
ハ
神
代
ニ
モ
キ
カ
ヌ
事
ヂ
ヤ
ト
c 

0
遠
鏡
1 

○
此
立
田
川
ヘ
シ
ゲ
ウ
紅
葉
ノ
流
レ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
見
レ
バ 

ト
ン
ト
紅ベ

ニ

鹿
子

ガ

ノ

コ

紅ベ
ニ

シ
ボ
リ
ト
見
エ
ル
ワ

イ 

サ
テ
〳
〵
奇
妙
ナ
コ
ト
カ
ナ 

神
代
ニ
ハ
サ
マ
〴
〵
ノ
キ
メ
ウ
ナ
事
共
ガ
ア
ツ
タ
ヂ
ヤ
ガ 

此

ヤ
ウ
ニ
川
ノ
水
ヲ
紅
ノ
ク
ヽ
リ
ゾ
メ
ニ
シ
タ
ト
云
コ
ト
ハ 

神
代
ニ
モ
イ
<

ツ
カ
<

ウ
キ
カ
ヌ
コ
ト
ヂ

ヤ 

 

0
指
南
1
二
七
丁
裏
?
再
掲
c
第
六
V
せ
り
ì
截
断
A 

 

○
こ
の
殿
は
う
べ
も
と
み
け
り
さ
き
草
の
み
つ
ば
よ
つ
ば
に
殿
つ
く
り
せ●

り○

\
?
古
今
序
A 

歌
ノ
意
ハ
c
此
御
殿
ハ
ナ
ル
程ホ

ド

御
繁
昌
ナ
事
ヂ
ヤ
c
御
殿
々
々

ノ
ツ
マ
〴
〵
ガ
段
々
ト
三
ツ

モ
四
ツ

モ

ツ
ヾ
イ
テ
c
サ
テ
〳
〵
結
構
ナ
御
普
請
ヂ
ヤ
c
●
三
句
ハ
枕
詞 

0
遠
鏡
1 

○
此
御
屋
形
ハ
ゲ
ニ
モ
御
繁
昌
ナ
コ
ト
ヂ
ヤ
ワ
イ 

御
殿
〳
〵
ノ
ツ
マ
〴
〵
ガ
段
〻
ト 

 

三 

 

三

ツ

モ
四
ツ

モ
ツ
ヾ
イ
テ 

サ
テ
〳
〵
ケ
ツ
カ
ウ
ナ
御
普
請
ヂ
ヤ 

 

0
指
南
1
二
八
丁
表
?
第
六
V
せ
る
ì
連
体
A 

○
雪
ふ
れ
ば
冬
こ
も
り
せ●

る○

草●

も
木
も
春
に
し
ら
れ
ぬ
花
ぞ
さ
き
け
る
?
古
今3

2
3

A 
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冬
枯
レ

テ
マ
ダ
芽メ

モ
デ
ヌ
草
木
モ
c
雪
ガ
フ
レ
バ
春
ニ
ハ
サ
タ
ナ
シ
ノ
花
ガ
サ
イ
タ
ワ
ヤ
ト
云
ニ
テ
c 

0
遠
鏡
1 

○
冬二 

ガ
レ
デ
マ
ダ
メ
モ
デ
ヌ
草
モ
木
モ 

雪
ガ
フ
レ
バ 

春
ニ
ハ
サ
タ
ナ
シ
ノ
花
ガ
サ

サ
イ
タ
ワ
イ

ソ
ウ
タ
イ
花
ハ
春
ニ
ナ
ツ
テ
咲
ク
モ
ノ
ヂ
ヤ
ニ 

 →

V
ワ
イ
ì
を
V
ワ
ヤ
ì
に
改
訳
す
る
例
は
二
例
だ
が
c
次
の
例
か
ら
義
門
は
V
ワ
イ
ì
を
V
け
り
ì
の
訳

語
と
し
て
意
図
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
� 

0
指
南
1
十
三
丁
表
?
第
二
V
し
か
れ
ì
希
求
A 

○
久●

し○

か○

れ○

\
あ
だ
に
ち
る
な
と
桜
花
か
め
に
さ
せ
れ
ど
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
?
後
撰82

A 

櫻
花
ハ
ツ
イ
チ
ツ
テ
ア
ダ
ナ
モ
ノ
ヂ
ヤ
ケ
レ
ド
c
何
卒
サ
カ
リ
ノ
久
し
か
れ
ト
コ
ヒ
ネ
ガ
ヒ
求
メ
テ
c

瓶カ
メ

ト
云
ハ
俗

サ
ト
ビ

ニ
云
花
イ
ケ
ノ
事
ヂ
ヤ
ガ
c
千
代
万
代
ヲ
モ
経
ル
亀カ

メ

ト
云
ソ
ノ
名
ガ
ヒ
ト
ツ
ヂ
ヤ
ニ
依

テ
c
櫻
花
モ
盛
リ
ノ
久
シ
キ
様
ニ
齢
ノ
長
イ
か
め
ニ
イ
ケ
オ
イ
タ
レ
ド
c
ツ
イ
チ
ツ
タ
ワ
ヤ

う

つ

ろ

ひ

に

け

り

c 

 →

他
に
cV
け
り
ì?
K
遠
鏡
O
で
は
V
ワ
イ
ì
と
訳
出
A
を
V
サ
テ
モ
〳
〵
ì
と
訳
出
す
る
例
が
一
例
あ
る
� 

 

V
ワ
ヤ
ì
は
方
言
だ
と
察
せ
ら
れ
る
が
c
義
門
の
出
身
地
c
福
井
県
近
辺
で
近
世
後
期
に
V
ワ
ヤ
ì
と
い

う
終
助
詞
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
未
確
認
で
あ
る
�
現
代
語
に
は
な
る
が
cK
日
本
国
語
大
辞
典
?
第

二
版
A
O
と
K
日
本
方
言
大
辞
典
O
に
よ
る
と
cV
わ
や
ì
が
あ
る
の
は
山
形
・
香
川
・
愛
媛
で
c
福
井
県
に

は
V
わ
い
や
ì
の
語
形
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
� 

 

・
V
サ
ì
を
使
用
し
な
い 

K
遠
鏡
O
七
例→

K
活
語
指
南
O
ゼ
ロ 

0
指
南
1
十
八
丁
表
?
第
四
V
ぬ
ì
連
体
A 

○
春
た
て
ど
花
も
匂
は
ぬ○

山
さ
と
は
物
う
か
る
ね
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
?
古
今1

5

A 

春
ニ
ナ
ツ
テ
モ
花
モ
ナ
イ
山
中
ノ
里
デ
ハ
c
ナ
ニ
モ
ハ
リ
ア
ヒ
ガ
ナ
サ
ニ
鳴
キ

ト
モ
ナ
サ
<

ウ
ナ
声
ヲ

シ
テ
鴬
ガ
ナ
ク
c 

0
遠
鏡
1 

○
春
ニ
ナ
ツ
テ
モ
花
モ
ナ
イ
山
<

中
ノ
里
デ
ハ 

ナ
ニ
モ
ハ
リ
ア
ヒ
ガ
ナ
サ
ニ 

鳴
キ

ト
モ
ナ
サ
<

ウ

ナ
声
ヲ
シ
テ
サ 

鴬
ガ
ナ
ク 

 

0
指
南
1
三
一
丁
裏
?
第
六
V
な
れ
ì
已
然
A 

○
春
の
日
の
ひ
か
り
に
あ
た
る
我
な●

れ○

ど
か
し
ら
の
雪
と
な
る
ぞ
侘
し
き
?
古
今8

A 

此
節
ノ
春
ノ
日
ノ
光
ノ
様
ナ
難
有
御
恵
ミ

ヲ
蒙
リ
マ
ス
ル
私
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
レ
ド
モ
c
年
ヨ
リ
マ
シ
テ
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斯
様
ニ
頭

ツ
ム
リ

ガ
雪
ニ
ナ
ル
コ
レ
ガ
タ
ヾ
難
義
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
c 

0
遠
鏡
1 

○
此
節
ノ
春
ノ
日
ノ
光
ノ
ヤ
ウ
ナ
難
有
イ
御
恵
ミ

ヲ
蒙
リ
マ
ス
ル
私
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
レ
ド
モ 

年
ヨ

リ
マ
シ
テ
カ
ヤ
ウ
ニ
頭

ツ
ム
リ

ガ
雪
ニ
ナ
リ
マ
ス
ル
ハ
サ 

難
義
ニ
存
ジ
マ
ス
ル 

コ
マ
リ
マ
シ
タ
物
デ
ゴ

ザ
リ
マ
ス 

 

→

他
に
c
前
掲
の
古
今3

2
3

c
古
今7

7
1

も
V
サ
ì
の
例
で
あ
る
�
調
査
範
囲
に
お
い
て
K
遠
鏡
O
に
V
サ
ì

が
出
現
す
る
の
は
c
係
助
詞
V
ぞ
ì
?
一
例
の
み
V
こ
そ
ìA
が
あ
る
場
合
で
あ
る
�K
活
語
指
南
O
で
は
そ

の
全
て
の
例
で
俗
語
V
サ
ì
を
用
い
な
い
�
す
な
わ
ち
係
助
詞
V
ぞ
ì
を
訳
出
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
� 

  
 
 

四
c
俗
語
訳
が
付
さ
れ
る
範
囲 

 

K
活
語
指
南
O
は
上
下
巻
に
分
か
れ
る
が
c
上
巻
は
形
容
詞
と
一
部
の
助
動
詞
の
各
活
用
形
に
つ
い
て
述

べ
c
下
巻
は
動
詞
の
各
活
用
型
の
各
活
用
形
に
つ
い
て
述
べ
る
�
上
巻
は
V
形
状
ノ
コ
ト
バ
ì
の
巻
で
c
下

巻
は
V
作
用
ノ
コ
ト
バ
ì
の
巻
と
い
う
こ
と
で
あ
る
?
左
図
K
和
語
説
略
図
O
参
照
A� 

 

 

証
歌
は
K
活
語
指
南
O
全
項
目
に
わ
た
�
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
c
俗
語
訳
が
あ
る
の
は
上
巻
に
限
ら
れ

る
?
表
２
参
照
A�
さ
ら
に
上
巻
の
中
で
も
c
第
七
以
降
は
俗
語
訳
が
無
く
c
事
実
上
c
形
容
詞
と
助
動
詞

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
�
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
cV
初
学
ノ
タ
メ
ニ

引
哥
ノ
ア
ラ
マ
シ

大

氐

ヲ
俗サ

ト

ビ
言
シ
テ
聊
ヅ
ヽ
イ
ヒ
モ
テ
ユ
キ
ツ
ヽ
イ
ハ
ユ
ル
活
用
ノ
事
ヲ
云
ベ
シ
ì
と
い
う

配
慮
は
古
語
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
c
特
に
形
容
詞
・
助
動
詞
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
付
せ
ら
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
� 

  
 
 

五
c
ま
と
め
と
課
題 

  

以
上
c
K
活
語
指
南
O
に
見
え
る
和
歌
の
俗
語
訳
を
本
居
宣
長
K
古
今
集
遠
鏡
O
と
比
較
し
て
明
ら
か

に
な
�
た
こ
と
を
報
告
し
て
き
た
� 
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証
歌
は
当
該
項
目
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
c
注
目
す
べ
き
語
を
ど
の
よ
う
に
訳

出
し
た
か
明
示
さ
れ
る
例
は
少
な
い
�
ま
た
K
古
今
集
遠
鏡
O
に
は
あ
�
た
記
号
類
を
反
映
さ
せ
ず
に
訳
語

だ
け
を
踏
襲
し
て
改
変
す
る
た
め
c
原
文
と
訳
と
の
対
応
関
係
も
見
え
に
く
い
�
俗
語
訳
が
証
歌
を
全
体
的

に
理
解
す
る
一
助
と
は
な
る
も
の
の
c
こ
う
し
た
点
は
局
所
的
な
語
法
の
理
解
に
は
届
き
に
く
く
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
� 

そ
の
一
方
で
c
次
の
よ
う
に
原
文
と
の
対
応
を
圏
点
で
明
示
す
る
例
や
c
訳
語
に
言
及
し
て
語
形
を
説

明
す
る
場
合
も
あ
る
�
K
古
今
集
遠
鏡
O
を
援
用
し
つ
つ
c
ど
こ
ま
で
語
法
の
解
説
と
関
連
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
か
c
今
後
の
課
題
と
し
た
い
� 

  

 

く 

 

連
用
?
五
丁
表
A 

○
久
か
た
の
光
の
ど
け
き
は
る
の
日
に
し
づ
心
な●

く○

は
な
の
ち●

る●

ら
ん
?
古
今8

4

A 

日
ノ
光
リ
ノ
長
閑
ニ
ユ
ル
リ
ト
シ
タ
春
ノ
日
ヂ
ヤ
ニ
c
ド
ウ
云
事
デ
花
ハ
ジ
ツ
チ
リ
悠
々
寛
々
ト
シ

タ
ル
シ
ヅ
カ
ナ
心
な●

く○

散●

る●

事
ヤ
ラ
ト
云
哥
也
c 

?
※
K
遠
鏡
O
で
は
V
心
ゼ
ワ
シ
ウ
チ
ル
コ
ト
ヤ
ラ
ìA 

→

類
例
Ú
前
掲
５
ペ
<
ジ
古
今8

8 

 

 
 

 

し 

 

截
断
?
五
丁
裏
A 

 

○
こ
と
な
ら
ば
さ
か
ず
や
は
あ
ら
ぬ
桜
花
み
る
わ
れ
さ
へ
に
し
つ
こ
ゝ
ろ
な●

し○

\
?
古
今8

2

A 

表２、『活語指南』俗語訳の分布 

項目 内容 俗語訳 

第 1 形容詞ク活用 7例 

第 2 形容詞シク活用 5例 

第 3 き（助動詞） 5例 

第 4 ず・じ（助動詞） 8例 

第 5 あり（ラ変） 6例 

第 6 せり（サ変＋完了り）、なり、た

り、けり、めり（助動詞） 

12例 

第 7 カ行四段活用動詞＋完了り 0例 

第 8 サ行四段活用動詞＋完了り 0例 

第 9 タ行四段活用動詞＋完了り 0例 

第 10 ハ行四段活用動詞＋完了り 0例 

第 11 マ行四段活用動詞＋完了り 0例 

第 12 ラ行四段活用動詞＋完了り 0例 

下巻 変格活用、下二段活用、上二段

活用、上一段活用、四段活用 

0例 

截
断
⾔ 

⽤
︵
ハ
タ
ラ
ク
︶ 
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此
様
ニ
早
ウ
チ
ル
ク
ラ
ヰ
ナ
ラ
バ
c
イ
ツ

ソ
サ
カ
ズ
ニ
ア
ル
ガ
エ
イ
ノ
ニ
c
ナ
ゼ
咲
イ

タ
c
サ
カ
ヌ
ガ

マ
シ
ヂ
ヤ
ニ
c
見
ル
我
マ
デ

さ

へ

ユ
ツ
タ
リ
ト
シ
ヅ
カ
ナ
心
ナ
シ
ト
c
云
ヒ
キ
ツ
タ
ノ
ナ
レ
バ
c
な
し
ハ

截
断
言
也
c 

 

?
※
K
遠
鏡
O
で
は
V
心
ガ
サ
ワ
〳
〵
ト
シ
テ
オ
チ
ツ
カ
ヌ
ì
A 

 

ま
た
義
門
に
は
K
類
聚
雅
俗
言
O
?
写
本
A
が
あ
り
c
俗
語
に
関
わ
る
著
書
と
察
せ
ら
れ
る
が
調
査
に

至
�
て
い
な
い
た
め
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